
お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん
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▲使わなくなったおもちゃを交換する「かえっこバザール」

▲市長に受賞を報告される中野忠樹さん（中央）と中野邦治さん（左）

▲泥んこになって田植えを体験

　地域の自主的な取り組みで農山漁
村の美しい景観が保全されている、優
れた活動を表彰する第３回「美の里づ
くりコンクール」（農林水産省主催）
で、美山町北地区の「かやぶきの里保
存会」が農林水産省農村振興局長賞
を受賞されました。かやぶきの里の愛
称で、全国的に有名な北地区では地
元住民全員が会員の保存会を組織
し、景観の維持管理や観光客へのボ
ランティアガイドなどを行っておられ
ます。

　豊かな環境の中でのさまざまな体験
を通して、感性をはぐくみ、ものを深く
見つめる力を培うことを目的に野外活
動を行う「なんたんわくわくキッズ」
（市教育委員会主催）の開始式を旧
五ヶ荘小学校（日吉町四ッ谷）で行いま
した。
　夏休みに同校舎で2泊3日の合宿を行
い、川遊びや星座観察などを行うほか、
年10回程度の活動を行います。市内の
小学校4～6年生67人が申し込んでお
り、この日は、地元の北井嘉辰さんの田
んぼで田植えを体験。秋の収穫を楽し
みにしながら苗を植えました。

　氷室の郷では、子どもたちに美しい地球
を残すため、わんぱくDAYを「ごみゼロの
日」として取り組みました。
　「かえっこバザール」では、使わなくなっ
たぬいぐるみや絵本などを参加者が持参、
店員役の子どもが品定めし「かえるポイン
ト」と交換。参加者はポイントを貯めて好
きな品物と交換しました。また、店員役の
子どもが３ポイントを超える価値があると
判断した品物は、オークション形式で物々
交換を楽しみました。
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　日吉町畑郷にある農村公園「畑郷ふれ
あい農園」（畑郷ふれあい広場・農園委員
会主催）で植付祭が行われました。農村と
都市との交流を目的に、自然豊かな畑郷で
農業体験をしてもらおうと始まったイベン
トは、14年目を迎えます。京阪神から参加
した約130人が農作業に汗を流しました。
　参加者らは、田植えやサツマイモの植付
け作業、アユのつかみ取りなどを体験。ま
た、昼食には、地元で採れた野菜がふんだ
んに使われており、自然の恵みをかみしめ
ていました。
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　国体京都府予選会や近畿高校
選手権など５つの大会を兼ねて
行われる「美山サイクルロード」
が、市役所美山支所前を発着とす
る１周10.1㎞の周回コースで行わ
れました。
　同コースを半周、１周、２周、４
周、７周する計15種目があり、午
前8時45分から種目ごとに選手た
ちが力強くスタートしました。
　九鬼ヶ坂峠を越えるため高低差
が110mあり、選手にとっては厳し
い峠の攻略や集団を抜け出すタイ
ミングが勝敗を決めます。同コー
スは全て公道を使っており、地域
住民の協力で1,000人の参加者の
快走をサポートしました。
　１周を約16分で走り抜くスピー
ドとスリルあふれる競技に、沿道
では大勢の方々が声援を送りま
した。
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▲一般公道を高速で駆け抜ける自転車は迫力満点
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まちの話題を紹介します

▲農園内の池でアユのつかみ取りを体験

たくみ

　京都府開庁140年を記念した「京
都府開庁記念日記念式典」で、NPO
法人京都伝統工芸活動支援会「京都
匠塾」が、行政、学校、地域団体と連
携しながら、京都伝統工芸や地域文
化の活性化に貢献したとして「新世
紀かがやき交流賞」を受賞。
　また、株式会社高屋組が、住宅の
耐熱・遮熱性能を向上し、省エネを
安価に実現する「ウレタン遮熱工
法」の開発、普及に努めたとして「環
境トップランナー」を受賞されまし
た。

▲京都匠塾の高橋博樹さん（左）と㈱高屋組の高屋博文さん（中央）
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　京都伝統工芸大学校（松村賢治校長）で行われてい
た清水寺（京都市東山区）の大黒天像（像高113.1㎝木
造）の修復作業が完了。その姿を一目見ようと多くの市
民が同校を訪れました。
　長年、さい銭を浴び続けたために、表面の漆がはが
れ、木地が露出していた大黒天像は同校の講師や学生
らの手で、ツヤのある優しい顔に修復されました。５月６
日には清水寺で大黒天像の「修復開眼法要」が営まれ、
元の場所に安置されました。
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